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八
月
十
日（
木
）、
本
学
三
田

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
教
育

学
部
児
童
学
科
・
短
期
大
学
部

保
育
科
・
幼
児
教
育
専
門
学
校

合
同
主
催
の
高
校
生
向
け
体
験

型
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、「
保

育
の
聖
徳
Ⓡ
フ
ェ
ス
タ
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
保
育
の

聖
徳
Ⓡ
」の「
伝
統
」と「
最
先
端
」

の
教
育
内
容
を
、
児
童
学
科
・

保
育
科
・
専
門
学
校
教
員
の
体

験
授
業
を
通
し
て
伝
え
る
こ
と

に
よ
り
、「
保
育
者
を
目
指
す
な

ら
聖
徳
！
」と
い
う
高
校
生
を

一
人
で
も
増
や
す
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
ま
し
た
。「
伝
統
」体

験
科
目
で
は
、
代
々
受
け
継
が

れ
て
き
な
が
ら
も
時
代
に
合
わ

せ
て
変
化
し
て
い
る
科
目
を
、

「
最
先
端
」体
験
科
目
で
は
、
多

文
化
保
育
、
医
療
保
育
な
ど
、

他
大
学
に
先
駆
け
て
実
施
し
て

い
る
科
目
を
厳
選
し
て
実
施
し

ま
し
た
。
体
験
で
は
実
際
に
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
体
感
し
な

が
ら
絵
本
に
出
て
く
る
パ
ン

ケ
ー
キ
を
自
分
で
焼
い
て
幼

稚
園
で
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
を

感
じ
た
り
、
幼
稚
園
や
保
育
園

で
の
人
形
劇
で
使
う
人
形
を
自

分
で
作
っ
て
み
た
り
、
初
め
て

な
が
ら
器
用
に
、
個
性
豊
か
な

人
形
を
仕
上
げ
て
い
た
り
と
、

体
験
を
通
し
て
自
然
と
笑
顔
に

な
る
高
校
生
が
印
象
的
で
し
た
。

　
「
子
ど
も
」の
こ
と
を
も
っ
と

も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
意
欲

に
あ
ふ
れ
た
、「
子
ど
も
」が
好
き

な
多
く
の
高
校
生
が
参
加
し
て

く
れ
た
こ
の「
保
育
の
聖
徳
Ⓡ

フ
ェ
ス
タ
」は
、
す
で
に
何
度

も
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来

校
し
て
い
る
高
校
生
に
も
、
埼

玉
県
・
神
奈
川
県
な
ど
か
ら
初

め
て
来
校
す
る
高
校
生
に
も
、

ま
さ
に
聖
徳
の「
保
育
力
」を
感

じ
ら
れ
る
フ
ェ
ス
タ（
お
祭
り
）

に
な
り
ま
し
た
。
一
日
で
は
と

て
も
回
り
切
れ
な
い
イ
ベ
ン
ト
、

次
の
機
会
に
は
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

「「
保
育
の
聖
徳

保
育
の
聖
徳

®®
」」のの「「
伝
統
伝
統
」」とと

「「
最
先
端

最
先
端
」」を
て
ん
こ
盛
り

を
て
ん
こ
盛
り！！

「「
保
育
の
聖
徳

保
育
の
聖
徳
®®
フェ
ス
タ

フェ
ス
タ
」」inin

港
区
三
田

港
区
三
田
をを
開
催
開
催

■■

大
学・短
大・専
門
学
校
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

本学が先進的な教育を実現する独自プログラム
「Field Linkage®」・「Business Field Linkage®」を

商標登録！

　地域・社会の多様なフィールドでの課題を学部・学科の枠を超
えて課題解決に挑戦する学際的なプログラム。
　「異なる学部・学科の科目による共同の学びの授業」「学部・学科
同士が連携して新たな科目を設置し、学生が共に学
び合う授業」により、多面的・多角的な視点や問題解
決能力を養い、新たな価値を創造する力を育成する。

　企業との連携によって、企業で活躍する女性リーダーや経営
者、ビジネスの最前線で活躍する専門家や企業の
トップリーダーから実社会で求められる知識や情報
を学ぶ実践的プログラム。新しい時代に活躍できる
リーダーを育成する。

　本学は、先進的な教育を実現する独自プログラム「Field	
Linkage®」・「Business	Field	Linkage®」の商標を特許庁に
出願し、2023年8月3日付で登録が認められました。

　今後も、女性の自立するチカラを育む女性総合大学とし
て、「Field	Linkage®」・「Business	Field	Linkage®」の内容を
更に充実させていき、成長実感の高い教育力や手厚くきめ
細かな就職支援を展開していきます。

絵本とパンケーキの調理を同時に見ています

Field Linkage®

Business Field Linkage®

Field Linkage®
（フィールド・リンケージ ®）

Business Field Linkage®
（ビジネス・フィールド・リンケージ ®）
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高
円
宮
妃
久
子
殿
下（
文
）・
飛
鳥
童
画
伯（
絵
）に

よ
る
絵
本『
氷
山
ル
リ
の
大
航
海
』が
出
版
さ
れ
て

今
年
で
二
十
五
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
記

念
し
て
、九
月
二
十
三
日（
土
・
祝
）か
ら
飛
鳥
童
画

伯
の
絵
本
原
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
と
な
る
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、一
般
公
開

に
先
立
ち
九
月
二
十
二
日（
金
）、高
円
宮
妃
久
子
殿

下
を
お
迎
え
し
て
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を

行
い
ま
し
た
。
学
園
関
係
者
、絵
本『
氷
山
ル
リ
の

大
航
海
』の
出
版
社
の
担
当
者
お
よ
び
飛
鳥
画
伯
の

関
係
者
を
含
め
、約
五
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

三
階
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、妃
殿
下
が
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、三
階
ラ
ウ
ン
ジ
の
展
示
会
場
で
は
、川
並
弘
純

理
事
長
、飛
鳥
童
画
伯
、野
田
聖
子
聖
徳
大
学
名
誉

学
長
・
衆
議
院
議
員
と
前
法
務
大
臣
齋
藤
健
衆
議
院

議
員
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
本
学
所
蔵
の
絵
画

作
品
四
十
七
点
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
出
席
者
一
同
は
創
作
時

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
絵
に
込
め
ら

れ
た
想
い
な
ど
、飛
鳥
画
伯
の

解
説
を
聞
き
な
が
ら
作
品
を
鑑

賞
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
初
公
開
と
な
る
ド
ラ

フ
ト
ス
ケ
ッ
チ（
九
点
）に
つ
い

て
、ル
リ
の
物
語
を
形
に
す
る

た
め
に
東
京
の
妃
殿
下
と
カ
ナ

ダ
の
ト
ロ
ン
ト
在
住
の
飛
鳥

画
伯
、ほ
か
ロ
ン
ド
ン
、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
在
住
の
関
係
者
と
世
界

四
都
市
に
ま
た
が
っ
て
多
く
の

議
論
を
重
ね
た
こ
と
、野
生
動

物
に
と
て
も
詳
し
い
妃
殿
下
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
や
ア
ド

バ
イ
ス
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が

語
ら
れ
る
と
、妃
殿
下
も
懐
か

し
そ
う
に
笑
顔
で
耳
を
傾
け
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

高円宮妃久子殿下

（右から） 高円宮妃久子殿下、 飛鳥童画伯、 川並弘純理事長

（左から） 齋藤健衆議院議員、 川並弘純理事長、 飛鳥童画伯、 野田聖子名誉学長・衆議院議員

高円宮妃久子殿下の原作文、飛鳥童画伯の絵による絵本『氷山ルリの大航海』
（1998年、講談社）の出版25周年を記念して、本学が所蔵する飛鳥童画伯の原画
やスケッチを展示公開します。

令和5年  9月23日（土・祝）～10月9日（月・祝）10時～16時
＊10月８日（日）、9日（月・祝）は開館いたします。

会場：聖徳大学三田キャンパス ３階ラウンジ
交通：JR山手線・京浜東北線田町駅下車徒歩5分、都営地下鉄浅草線・三田線三田駅下車徒歩5分

＊お車でのご来場はご遠慮ください。 『氷山ルリの大航海』© 講談社

『『
氷
山
ル
リ
の
大
航
海

氷
山
ル
リ
の
大
航
海
』』
出
版
二
十
五
周
年
記
念

出
版
二
十
五
周
年
記
念

飛
鳥
飛
鳥
童童
絵
本
原
画

絵
本
原
画
のの
世
界
世
界

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

聖
徳
学
園
創
立
九
十
周
年
記
念
特
別
展
示

聖
徳
学
園
創
立
九
十
周
年
記
念
特
別
展
示

〜
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
を
お
迎
え
し
て
〜

〜
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
を
お
迎
え
し
て
〜

聖徳学園創立90周年
記念特別展示

『氷山ルリの大航海』出版25周年記念

飛鳥 童 絵本原画の世界
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全国の女子大学の実就職率で 3 年連続第 1 位達成全国の女子大学の実就職率で 3 年連続第 1 位達成
女性が躍進できる力を育てる聖徳大学女性が躍進できる力を育てる聖徳大学

2023年 2023年 卒業生実就職率卒業生実就職率 9797..55%%

2021年・2022 年・2023年 実就職率

3年連続3年連続 全国女子大学 全国女子大学 第第11位位

先見的な視点で、ビジネス感覚・スキルを磨く！  BusinessFieldLinkage2023年 受講者数約300名！！

＼＼ 伝統と信頼の証！ 伝統と信頼の証！／／

教育系求人倍率 44 倍教育系求人倍率 44 倍

74.0%
●

100%

95%

90%

85%

80%

75%

70%

65%

子ども関連企業への強い就職力！
［主な就職先］ 株式会社サンリオエンターテイメント、KCJ GROUP株式会社（キッザニア東京）、株式会社ミキハウス、
　　　　　　 株式会社スタジオアリス、株式会社バンダイロジパル、株式会社ファミリア、株式会社富士急ハイランド

実就職率＝就職者数÷｛卒業（修了）者数－大学院進学者数｝×100
※大学通信調べ  卒業生500人以上の女子大の実就職率ランキング

実就職率＝就職者数÷｛卒業（修了）者数－大学院進学者数｝×100
※大学通信調べ  卒業生500人以上の女子大の実就職率ランキング

全国1位
2294名
［過去10年］

保育士採用数

※大学通信調べ、2013-2022年卒の10年間の合計。※大学通信調べ、2013-2022年卒の10年間の合計。※大学通信調べ、2013-2022年卒の10年間の合計。

全国1位
1078名
［過去10年］

幼稚園教員採用数

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

72.9%
●

77.4%
●

84.7%
●

88.7%
●

91.1%
●

93.1%
●

93.5%
●

96.3%
●

96.1%
●95.7%

●
97.4%

●

全国女子大学
3年連続
第1位！

全国女子大学

第1位

成長実感の高い教育によって
「自分の可能性に挑戦したい」という

学生の意識が向上！

97.5%
●

聖徳大学 実就職率 推移

聖徳の圧倒的就職率 前年97.4%を超える就職実績

教育系就職率

100%

■■

大
学
●

人
間
栄
養
学
部
人
間
栄
養
学
科
■■■■■■■■

■■

大
学
●

文
学
部
文
学
科
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

　

読
売
新
聞
社
が
主
催
す
る
日

本
最
大
級
の
書
道
展「
第
三
十
九

回
読
売
書
法
展
」が
八
月
二
十
三

日（
水
）か
ら
二
十
九
日（
火
）東

京
都
美
術
館（
上
野
）、八
月
二
十

五
日（
金
）か
ら
九
月
三
日（
日
）

国
立
新
美
術
館
の
二
会
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
の
読
売
書
法
展
は
、公

募
総
数
一
万
千
二
十
五
点
の
内

六
割
入
選
と
い
う
厳
し
い
入
選

率
で
し
た
が
、本
学
の
学
生
三

名
が
出
品
し
、審
査
で
は
学
生

枠
の
な
い
中
、一
般
社
会
人
や

プ
ロ
の
書
家
の
中
に
混
ざ
っ
て

全
員
入
選
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

▼
入
選︵
漢
字
︶

浅
野　

千
尋

︵
文
学
科
書
道
文
化
コ
ー
ス
四
年
︶

廣
瀨　

稀
美
佳︵
同
二
年
︶

▼
入
選︵
か
な
︶

水
口　

さ
く
ら︵
同
三
年
︶

　

公
益
社
団
法
人
日
本
書
芸
院

が
主
催
す
る
学
生
の
書
道
全
国

展「
第
二
十
八
回
全
日
本
高
校
・

大
学
生
書
道
展
」が
原
田
の
森

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
国
の
高
校
・
大
学
生
の
作

品
八
千
八
百
七
点
が
出
品
さ
れ
、

優
秀
賞
以
上
の
賞
は
約
一
割
と

い
う
厳
選
の
中
、本
学
か
ら
一
名

が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、そ
れ
に

準
ず
る
準
優
秀
作
品
に
七
名
八

作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

▼
優
秀
賞︵
か
な
︶

池
田　

百
花

︵
文
学
科
書
道
文
化
コ
ー
ス
一
年
︶

▼
準
優
秀
作
品︵
漢
字
︶

浅
野　

千
尋

︵
文
学
科
書
道
文
化
コ
ー
ス
四
年
︶

梅
室　

鈴
加︵
同
四
年
︶

水
口　

さ
く
ら︵
同
三
年
︶

坂
本　

星
空︵
同
二
年
︶

廣
瀨　

稀
美
佳︵
同
二
年
︶

樋
口　

莉
菜︵
同
一
年
︶

義
家　

瑞
稀︵
同
一
年
︶

︵
か
な
︶

水
口　

さ
く
ら︵
同
三
年
︶

〜
文
学
部
文
学
科
書
道
文
化
コ
ー
ス

学
生
の
作
品
が
入
選
〜

第
二
十
八
回

全
日
本
高
校
・
大
学
生
書
道
展

第
三
十
九
回		

読
売
書
法
展

　

七
月
二
十
二
日（
土
）、
本
学

夏
の
恒
例
行
事
で
あ
る「
第
五
十

六
回
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
夏
期
保

育
大
学
」を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
今
年
は
、「
保
育
の
多
様
性

を
考
え
る
」を
総
合
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
幼
稚
園
教
諭
や
保
育
士

な
ど
の
現
職
者
を
中
心
に
二
百

三
十
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
川
並
香
順
記
念

講
堂
を
会
場
と
し
、
川
並
弘
純

学
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の

後
全
体
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
講
師
に
作
曲

家
の
青
島
広
志
先
生
、
共
演
者

に
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
小
野
勉
さ

ん
を
迎
え
、「
歌
い
た
い　

世
界

　

七
月
二
十
八
日（
金
）、
聖
徳

大
学
一
号
館
給
食
実
習
室
に
て

「
千
葉
県
東
葛
飾
地
方
小
・
中
学

校
栄
養
職
員
調
理
講
習
会
」を

四
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
千
葉
県
東
葛
地
方
の

小
・
中
学
校
で
勤
務
し
て
い
る

栄
養
職
員
を
対
象

と
し
た
調
理
講
習

会
で
、
対
面
で
の

参
加
者
が
五
十
名
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
百

名
以
上
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

当
日
の
実
習
献

立
は
、ご
は
ん
、
白

身
魚
の
フ
ラ
イ
、

の
こ
ど
も
の
歌
」と
題
し
た
、

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
の
方
々
に
も
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
有
名
な
童
謡
、
外
国
の
歌
、

大
豆
の
ラ
タ
ト
ゥ
イ
ユ
、コ
ー
ン

ス
ー
プ
、フ
ル
ー
ツ
白
玉
で
し
た
。

「
バ
サ
」と
い
う
白
身
魚
と
ご
飯

に「
レ
ン
ズ
豆
」を
使
用
し
た
メ

ニ
ュ
ー
で
、
参
加
者
か
ら
実
際

の
給
食
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
使
え

る
食
材
の
事
前
リ
ク
エ
ス
ト
を

取
り
入
れ
た
献
立
内
容
と
な
り

ま
し
た
。

　

本
学
の
人
間
栄
養
学
科
松
元

浩
一
准
教
授
が
講
師
を
担
当
し
、

十
時
か
ら
講
師
に
よ
る
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
続
き
、
質

疑
応
答
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
対
面
で
の
参

加
者
が
実
習
と

試
食
を
行
い
、
片

付
け
を
し
て
終

了
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、

「
食
材
の
使
い
方

も
目
新
し
く
、レ

ア
ニ
メ
の
歌
、ピ
ア
ノ
曲
な
ど

に
つ
い
て
、
一
曲
ず
つ
丁
寧
な

解
説
が
さ
れ
た
後
、
青
島
先
生

の
演
奏
や
小
野
さ
ん
の
歌
と
歌

に
合
わ
せ
た
身
振
り
手
振
り
に

あ
わ
せ
て
参
加
者
も
一
緒
に
歌

い
、
笑
顔
で
楽
し
み
な
が
ら
学

べ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

昼
休
み
に
は
、
七
一
〇
一
教
室

に
て
、大
成
ゼ
ミ
に
よ
る「
ア
ー

ト
パ
ー
ク
」な
ど
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
と
の
活
動
を
収
録
し

た
動
画
を
上
映
し
、学
生
た
ち
の

活
躍
の
様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

が
希
望
し
た
十
一
の
分
科
会
に

分
か
れ
、現
場
で
役
立
つ
知
識
を
、

ン
ズ
豆
は
分
量
的
に
驚
い
た
が

実
際
に
食
べ
て
み
る
と
多
す
ぎ

る
と
い
う
こ
と
も
な
く
美
味
し

か
っ
た
」「
白
身
魚
の
フ
ラ
イ
は

思
っ
て
い
た
よ
り
も
身
が
柔
ら

か
く
食
べ
や
す
か
っ
た
」な
ど

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
さ
れ
た

方
々
か
ら
も
、「
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
と
資
料
が
あ
り
、
楽

し
く
分
か
り
や
す
か
っ
た
」「
美

味
し
そ
う
で
試
食
し
て
み
た

い
」と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

講
義
や
体
験
を
通
し
て
学
び
ま

し
た
。
飛
び
出
し
人
形
な
ど
の

制
作
物
を
作
る
分
科
会
、
身
体

を
動
か
す
分
科
会
、グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
通
し
て
交
流
を
深
め

る
分
科
会
な
ど
、
充
実
し
た
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

　

幼
児
教
育
・
保
育
現
場
の
皆

さ
ま
に
と
っ
て
、
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
夏
の
伝
統
行
事
で

あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま

た
、
学
園
創
立
百
年
に
向
け
て
、

「
保
育
の
聖
徳
Ⓡ
」と
し
て
の
存

在
感
を
誇
示
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
教
職
員
で
力
を
合
わ
せ

て
、
よ
り
一
層
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

聖
徳
大
学・聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

第
五
十
六
回

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
夏
期
保
育
大
学
を
開
催

「
千
葉
県
東
葛
飾
地
方
小・中
学
校

栄
養
職
員
調
理
講
習
会
」を

本
学
に
て
開
催

ピアノ演奏の青島先生と小野さん

分科会にて人形劇の人形を制作中

浅野 千尋（4年）廣瀨 稀美佳（2年）

水口 さくら（3年）



第128号（3） 令和5年10月1日（日） 学園創立90周年

学
園
創
立
九
十
周
年
記
念
募
金
の
ご
案
内

創
立
九
十
周
年
記
念
事
業
趣
旨

目  

的
学
生・生
徒・児
童・園
児
の
学
び
を
応
援
し
ま
す

　

聖
徳
大
学
グ
ル
ー
プ
は
聖
徳
太
子「
十
七

条
憲
法
」の
第
一
条
に
謳
わ
れ
た「
和
」の
精

神
を
基
に「
人
間
教
育
」を
通
じ
て
、社
会
を

リ
ー
ド
で
き
る
人
材
の
育
成
に
注
力
し
、多

大
な
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
現
在

は
十
六
万
九
千
人
を
超
え
る
修
了
生
・
卒
業

生
・
卒
園
生
が
世
界
で
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
礎
は
、昭
和
八
年
四
月
、創
立
者
川
並
香

順
・
孝
子
先
生
に
よ
っ
て
東
京
新
井
宿
に
築

か
れ
、第
二
代
理
事
長
川
並
弘
昭
先
生
の
下

で「
保
育
の
聖
徳
®
」と
称
さ
れ
る
ま
で
に
発

展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
平
成
二
年
に
四
年

制
大
学
、平
成
十
年
に
は
大
学
院
を
開
設
し
、

現
在
は
七
つ
の
研
究
科
を
有
す
る
大
学
院
、

六
学
部
八
学
科
か
ら
な
る
女
性
大
学
、短
期

大
学
、通
信
教
育
部
及
び
四
研
究
所
、専
門
学

校
、二
つ
の
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校
、小
学

校
、七
つ
の
幼
稚
園
を
擁
す
る
一
大
総
合
学

園
と
し
て
次
の
時
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
し
続
け
て
い
る
学
園
で
あ
る
と
の
信
頼
を

集
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

な
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

Society5.0

の
到
来
に
よ
り
、日
本
の
教
育

に
求
め
ら
れ
る
も
の
が
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
建
学
の
精
神「
和
」

を
基
本
と
し
、新
し
く
三
つ
の
起
点（
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
）を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
変
化
の
激
し

い
時
代
に
お
い
て
、新
し
い
価
値
を
創
造
し

て
い
く
指
針
で
あ
り
、次
の
時
代
に
向
け
て

更
な
る
進
化
を
遂
げ
る
道
筋
と
な
る
も
の
で

す
。
す
で
に
各
教
育
機
関
が
こ
れ
を
起
点
と

し
た
教
育
改
革
に
取
り
組
み
、社
会
で
大
き

く
評
価
さ
れ
る
成
果
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

聖
徳
大
学
グ
ル
ー
プ
は
こ
れ
ま
で
も
幾
度

と
な
く
激
動
の
時
代
を
乗
り
越
え
、発
展
し

続
け
て
き
ま
し
た
。
創
立
九
十
周
年
と
な
る

令
和
五
年
に
、学
園
の
歴
史
を
今
一
度
振
り

返
る
た
め
の
様
々
な
機
会
を
設
け
、十
年
後

の
百
周
年
、さ
ら
に
そ
の
先
の
未
来
も
見
据

え
た
、調
和
あ
る
社
会
の
発
展
の
た
め
教
育

改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

先
も
選
ば
れ
る
教
育
機
関
で
あ
り
続
け
る
た

め
、社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
な

か
に
あ
っ
て
、
そ
の
価
値
が
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
、建
学
の
精
神「
和
」に
基
づ
き
、新
時
代

の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
人
間
教
育
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

　

趣
旨
に
掲
げ
ま
し
た
教
育
の
継
続
に
は
、

多
額
の
資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
外
部
資

金
の
獲
得
や
経
費
の
削
減
等
、よ
り
一
層
の
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、合
わ
せ
て
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
支
援
が
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。

　

本
紙
の
内
容
を
含
め
ご
支
援
、ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
こ
の
寄
付
は
任
意
の
寄
付
金
で
あ
り
、「
学
校
の

入
学
に
関
し
て
す
る
寄
付
金
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
経
済
的
支
援
~
学
び
の
機
会
を
逸
し
な
い
た
め
の
学
費
減
免
奨
学
金※

へ
の
支
援
~

※
令
和
四
年
度
実
績　

一
四
一
七
名　

五
億
八
千
万
円

・
家
計
の
急
変
に
学
び
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

・
学
業
・
ス
ポ
ー
ツ
の
成
績
優
秀
な
学
生
等
を
支
援
し
ま
す
。

・
海
外
へ
の
留
学
や
来
日
す
る
留
学
生
、地
方
か
ら
の
修
学
、兄
弟
姉
妹
の
聖
徳
で
の
学
び
を
支
援

し
ま
す
。

◆
教
育
環
境
へ
の
支
援
~
教
育
活
動
全
般
へ
の
支
援
~

・
教
育
研
究
環
境
を
整
備
し
、安
心
安
全
で
充
実
し
た
環
境
で
学
ぶ
こ
と
を
支
援
し
ま
す
。

・
聖
徳
教
育（
礼
法
・
食
育･

シ
リ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
）
を
は
じ
め
と
す
る
各
授
業
を
通
じ
て
養
わ

れ
る
日
本
の
伝
統
文
化
、技
術
の
継
承
と
、世
界
に
目
を
向
け
た
考
え
や
知
識
・
専
門
性
を
身
に
つ

け
る
学
び
を
支
援
し
ま
す
。

◆
学
校
経
営
の
安
定
と
継
続
性
の
た
め
に

・
教
育
現
場
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、建
学
の
精
神「
和
」に
基
づ
く
様
々
な
活

動
を
継
続
的
に
遂
行
し
て
い
く
た
め
、安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

●お申し込み・お問い合わせ先 　東京聖徳学園　募金課　TEL. 047-365-1111（代）

●
法
人
役
員
関
係

三
〇
〇
︑〇
〇
〇
円

　

川
並　

弘
純　

様

●
香
和
会
関
係

一
〇
〇
︑〇
〇
〇
円

　

森
田　

節
子　

様

●
教
職
員
関
係

二
〇
〇
︑〇
〇
〇
円

　

大
山　

栄
蔵　

様

一
〇
〇
︑〇
〇
〇
円

　

川
並　

孝
純　

様

　

川
並　

珠
緒　

様

三
〇
︑〇
〇
〇
円

　

野
中　

博
史　

様

︵
五
〇
︑〇
〇
〇
円
︶

匿
名
希
望
者
合
計

「
聖
徳
学
園
創
立
九
十
周
年
記
念
募
金
」寄
付
者
芳
名
一
覧

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●

合
計

七
件

八
八
〇
︑〇
〇
〇
円

●

累
計

二
〇
件

四
四
︑三
八
四
︑三
二
〇
円

（
注
）公
開
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
に

つ
い
て
は
、掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

令
和
五
年
八
月
末
ま
で
に
寄
付
が
特
定

で
き
ま
し
た
方
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

（
な
お
、
お
振
込
の
照
会
に
時
間
が
か

か
り
、
掲
載
が
遅
れ
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
次
号
に
て
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。）

■
ご
寄
付
の
方
法
に
つ
い
て

・
申
込
方
法

寄
付
の
ご
案
内
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

承
っ
て
お
り
ま
す
。

https://seitoku-u.ac.jp/donation/

・
振
込
方
法

①
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

　
（
ｐ
ａ
ｙ
︱
ｅａｓ
ｙ
）に
よ
る
払
込
み

　
﹇
個
人
の
方
の
み
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
﹈

②
銀
行
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
窓
口
に
よ
る
払
込
み

　
﹇
個
人
・
法
人
・
団
体
﹈
専
用
の
振
込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

■
ご
芳
名
の
発
表
に
つ
い
て

　

ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
方
は
、ご
芳
名
と
寄
付
金
額
を
学
園
広
報
誌
等（
聖
徳
フ
ラ
ッ
シ
ュ
）や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、末
永
く
顕
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
ご
希
望
に
よ
り
掲
載
し
な
い

こ
と
も
選
択
で
き
ま
す
。
匿
名
を
ご
希
望
の
方
は
、ご
寄
付
の
申
込
書
の
該
当
欄
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
。）

・ 所得税　控除には「税額控除制度」と「所得控除制度」の二種類があります。
確定申告の際にどちらかをお選びください。

寄付金については、当該事業年度
の損金に算入することができます。
損金算入にあたり「受配者指定寄
付金」と「特定公益増進法人に対す
る寄付金」の二種類があります。
お申込みの際にどちらかをお選び
ください。

聖徳学園へのご寄付は、税制上の優遇措置（寄付金控除）の対象です。

※詳しい条件などはお住まいの地域を管轄する税務署等へご相談ください。

●	税制上の優遇措置について

住民税の控除

（10万円－2千円）×住民税控除率
　　寄付額　　 限度額

学校法人東京聖徳学園が住民税の控除対象として指定を受けている自治体

対象となる
自治体

都道府県 東京都・千葉県・茨城県

市区町村
〈東京都〉港区・八王子市
〈千葉県〉松戸市・成田市・浦安市
〈茨城県〉取手市

都道府県が指定した寄付金は4％
市区町村が指定した寄付金は6％
双方指定の場合は10％

お住まいの地域により最大10％（都道府県、市区町村
を合わせて）の住民税控除が受けられます。

所得税の控除

① 税額控除制度

② 所得控除制度

（10万円－2千円）×40％＝39,200円

（10万円－2千円）×20％＝19,600円

　　寄付額　　 限度額　　 控除率　　　　減税額

　　寄付額　　 限度額　　　所得税率 　　減税額

○所得税率に関係なく、減税額は直接所得税より控除（25％が限度）

○所得金額に応じた税率を掛けて控除が決定
課税される年間所得金額に応じ、5～40％の段階

寄付者

10万円をご寄付
課税所得が（                ）500万円の方の場合

確定申告確定申告

個人の方の場合

法人の方の場合

～
ご
支
援
・
ご
協
力
の
お
願
い
～

寄付のご案内HP

検 索◀■
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お
子
様
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症（
Ｃ
О
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
19
）

は
、
福
島
県
立
医
科
大
学
小
児

科
学
講
座
の
細
矢
光
亮
先
生

（
保
育
と
保
健
ニ
ュ
ー
ス
№
101

２
０
２
３
）に
よ
る
と
、一
般
に
軽

症
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、重
症
・

中
等
症
例
が
昨
年（
二
〇
二
二
年
）

よ
り
増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。お
子
様
の
重
症
例
で
は
成

人
と
異
な
り
、
感
染
の
早
い
段

階
で
悪
心
・
嘔
吐
、
意
識
障
害
、

け
い
れ
ん
な
ど
の
急
性
脳
症
の

症
状
を
呈
す
る
特
徴
が
あ
り
ま

す
。重
症・中
等
症
の
年
齢
層
は
、

就
学
前
が
多
い（
50
％
）と
の
こ

と
で
す
。
ま
た
、
年
々
感
染
さ

れ
る
お
子
様
が
、
低
年
齢
化
し

て
い
る
の
も
心
配
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
就
学
前
の
お
子

様
を
お
預
か
り
す
る
保
育
施
設

で
は
、
ど
う
対
処
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
？
ま
ず
、
集

団
保
育
で
は
、
年
間
を
通
し
て

換
気
の
良
い
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。
理
由
と
し
て
乳
幼
児

は
、
不
織
布
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
が
あ
り
、

ま
た「
手
洗
い
」も
成
人
と
比
べ

て
十
分
で
な
い
場
合
が
あ
る
か

ら
で
す
。

　

現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症（
Ｃ
О
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
19
）予

防
ワ
ク
チ
ン
は
、
出
生
後
六
か

月
か
ら
接
種
可
能
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
二
〇
二
三
年
八
月

一
日
時
点
で
、五
歳
~
十
一
歳
の

一
回
以
上
接
種
者
は
、18
・１
％
、

二
回
接
種
完
了
者
は
、17
・５
％
、

三
回
接
種
完
了
者
８
・
５
％
と

十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
い

ま
し
て
、
重
症
化（
急
性
脳
症
、

心
筋
炎
な
ど
）を
防
ぐ
た
め
に

低
年
齢
の
お
子
様
へ
の
コ
ロ
ナ

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
加
速
が

望
ま
れ
ま
す
。

お
子
様
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て

保
健
セ
ン
タ
ー  

所
長
だ
よ
り

+
+

　今年度は、昨年のハイブリッド開催を更にパワー
アップさせ、学生が更に輝ける聖徳祭にしたいと思い
ます。聖徳祭テーマを決めるにあたり、「青春」、「紡」、

「凛」のキーワードをもとに募集を行い『凛と舞え！
想いを紡いで魅せろ青

アオハル

春 ！』に決まりました。
　テーマに込められた思いは、女子大の魅力を伝え
たい！先輩たちや教職員の方々の歴史・想いを伝承
していきたい！聖徳大学でしか味わえない青春を魅
せたい！という願いが込められています。
　聖徳祭当日は学生たちによる日頃の学習成果を生
かした企画やステージ発表等を実施いたします。
　ご家族揃ってぜひお越しください！

今年度の聖徳祭ポスター
（文学部文学科1年生の作品）

第第5959回回聖徳祭聖徳祭
聖徳大学・聖徳大学短期大学部聖徳大学・聖徳大学短期大学部 1111月月1818日日（（土土））・・1919日日（（日日））

各日各日 1010 :: 0000 ～～ 1515 :: 3030
テーマテーマ▶▶	『『凛と舞え凛と舞え！！想いを紡いで魅せろ想いを紡いで魅せろ青青

アオハルアオハル

春春 ！！』』

聖徳大学・聖徳大学短期大学部の
卒業生のための交流イベント

を開催します。
（聖徳祭１日目）

「ハッピーホームカミング」

11月18日（土） 14：00～15：30（13：30受付開始）	　クリスタルホール  3階 「アミティエ」

　

八
月
十
七
日（
木
）か
ら
八
月

二
十
一
日（
月
）の
五
日
間
、
一

般
社
団
法
人
全
日
本
ピ
ア
ノ
指

導
者
協
会（
ピ
テ
ィ
ナ
）主
催
に

よ
る
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
各
地
の
約
四
万
人
超

の
参
加
者
に
よ
る
地
区
大
会
か

ら
選
ば
れ
た
若
き
ピ
ア
ニ
ス
ト

た
ち
が
、サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

を
は
じ
め
全
七
会
場
で
熱
演
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
音
楽
学
部
に
お
い

て
音
楽
の
専
門
教
育
、
ま
た
教

育
学
部
・
児
童
学
部
及
び
短
期

大
学
部
保
育
科
で
児
童
・
幼
児

教
育
者
養
成
の
一
環
と
し
て
学

生
の
ピ
ア
ノ
教
育
に
特
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ

ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
協

賛
し
、ピ
ア
ニ
ス
ト
を
目
指
す

全
国
の
若
者
た
ち
の
励
み
に
な

る
よ
う
に
、
特
に
優
秀
な
演
奏

者
に「
聖
徳
大
学
川
並
弘
昭
賞
」

を
授
与
し
て
い
ま
す
。

　

受
賞
者
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

■
ソ
ロ
部
門
Ｆ
級

︵
高
等
学
校
三
年
生
以
下
の
部
︶

永
吉
　
友
亮
さ
ん

（
東
京
都
）

岩
船
　
謙
惺
さ
ん

（
神
奈
川
県
）

小
倉
　
恵
さ
ん（

神
奈
川
県
）

■
グ
ラ
ン
ミ
ュ
ー
ズ
部
門
Ａ
１

︵
二
十
三
歳
以
上

音
楽
愛
好
者
の
部
︶

河
原
　
幸
治
さ
ん

（
広
島
県
）

第
四
十
七
回

ピ
ティ
ナ
・ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
ティ
シ
ョ
ン

全
国
大
会
表
彰

♪　♬　♪

♪　♬　♪
永吉 友亮さん

特別展覧会特別展覧会 聖徳学園創立90周年記念聖徳学園創立90周年記念

モーツァルトの自筆譜モーツァルトの自筆譜（複製）（複製）とと
著名作曲家たちの自筆書簡著名作曲家たちの自筆書簡

モーツァルトの自筆譜（複製）
「セレナード ニ長調」（K.185）
「セレナード ニ長調 K.185」は、1773年夏、
モーツァルトが17歳の時にウィーンで作曲
した全７楽章で構成されているセレナード
です。このたび展示する自筆譜は、聖徳大学
が所蔵している原作品（実物）から紙質、色調
などを極めて忠実に複製したファクシミリ
版で、第１楽章と最後の第７楽章を前期と後
期にわけて公開します。ペン書きされたこ
の楽譜は加筆や訂正が極めて少なく、大変
綺麗な自筆譜です。

著名作曲家たちの自筆書簡
モーツァルト没後の音楽家でモーツァルトから
影響を受けた作曲家たちの自筆書簡（実物）です。
友人、音楽評論家、劇場支配人等に宛てた書簡か
ら当時の音楽家の生活を知ることができます。

〈展示する主な作曲家たち〉
ベルリオーズ、シューマン、ワーグナー、
ブラームス、サン=サーンス、チャイコ
フスキー、ドヴォルザーク、プッチーニ、
ドビュッシー、ラヴェル、バルトーク 等
＊展示作品は前期、後期で入れ替えになります。

［前期］令和５年９月９日（土）～11月4日（土）
［後期］令和6年1月９日（火）～3月16日（土）

午前９時～午後５時（休館	毎日曜日・祝日と学事日程による休業日）
聖徳大学８号館１階　利根山光人記念ギャラリー
JR 常磐線、新京成線松戸駅下車 東口より徒歩５分 （車での来場はご遠慮ください。）

リストの自筆書簡
（ハンガリー 1811～1886年）

第１楽章 １ページ
（前期展示）

第7楽章 32ページ［最終ページ］
（後期展示）

　

八
月
二
十
一
日（
月
）か
ら

二
十
四
日（
木
）ま
で
の
四
日
間
、

聖
徳
大
学
Ｓ
Ｏ
Ａ
音
楽
研
究
セ

ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
警
察
音
楽

隊
研
修
会
が
聖
徳
大
学
二
号
館

を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
本
学
を
会

場
に
し
て
今
年
十
四
回
目
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
四
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
の
都
道
府
県
警
察
本
部

お
よ
び
、
皇
宮
警
察
に
は
そ
れ

ぞ
れ
音
楽
隊
が
編
成
さ
れ
て
お

り
、交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
や
コ
ン

サ
ー
ト
活
動
等
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
は
全
国
四
十
四

の
都
道
府
県
の
音
楽
隊
か
ら
選

抜
さ
れ
た
六
十
三
名
の
音
楽
隊

員
が
集
ま
り
、
本
学
音
楽
学
部

音
楽
学
科
の
教
員
の
指
導
の
も

と
、
楽
器
ご
と
の
レ
ッ
ス
ン
や

指
揮
者
の
た
め
の
レ
ッ
ス
ン
、

合
奏
練
習
と
、
内
容
の
充
実
し

た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
研
修
会
の
成

果
を
一
般
市
民
の
皆
さ
ま
に
聴

い
て
い
た
だ
く
た
め
、「
吹
奏
楽

コ
ン
サ
ー
ト
」が
川
並
香
順
記

念
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
た
め
に
研

修
生
と
音
楽
学
部
の
学
生
に
よ

り
特
別
編
成
さ
れ
た
吹
奏
楽
団

が『
行
進
曲
自
由
の
鐘
』や『
美

空
ひ
ば
り
メ
ド
レ
ー
』な
ど
、

行
進
曲
か
ら
歌

謡
曲
ま
で
幅
広

い
曲
目
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別

出
演
の
千
葉
県

警
察
音
楽
隊
が

歌
劇『
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
テ
ル
』序

曲
他
六
曲
を
演

奏
し
ま
し
た
。

最
後
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
本
学
、

山
本
真
名
誉
教

授
の
指
揮
に
よ

り
、
出
演
者
全

員
に
よ
る『
行

進
曲
ワ
シ
ン
ト

ン
ポ
ス
ト
』
が

合
同
演
奏
さ
れ
、

コ
ン
サ
ー
ト
の

最
後
を
華
や
か

に
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

令
和
五
年
度

警
察
音
楽
隊
研
修
会

吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト
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幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校

　

七
月
八
日（
土
）、第
一
〇
五
回

全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
記

念
千
葉
大
会
の
開
会
式
が
開
催

さ
れ
、
創
部
三
年
目
を
迎
え
た

硬
式
野
球
部
に
と
っ
て
初
の
三

学
年
が
揃
う
大
会
で
あ
り
、一
期

生
に
と
っ
て
は
最
後
の
選
手
権

大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

七
月
八
日（
土
）、「
保
育
表
現

研
究
発
表
会
」を
聖
徳
大
学
体

育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

四
年
ぶ
り
に
大
学
・
短
大
と
の

合
同
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
卒
業
生
が
継

承
し
て
き
た
、歴
史
と
伝
統
あ

る
こ
の
会
も
五
十
九
回
の
歩
を

新
た
に
一
歩
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

創
作
舞
踊
作
品『
遊
園
地
』は
、

グ
ル
ー
プ
で
テ
ー
マ
を
持
ち
寄

り
、内
容
の
探
求
か
ら
始
ま
り
、

ゼ
ロ
か
ら
多
様
な
動
き
を
生
み

出
し
、テ
ー
マ
に
そ
っ
た
動
作

と
空
間
の
構
成
、音
楽
の
選
曲
・

編
集
、衣
装
の
創
案
ま
で
、グ

ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
て
ま
と
め

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
が
大
好
き
な
キ
ラ
キ
ラ
楽
し

い
夢
の
世
界
と
、ま
だ
ま
だ
遊

び
足
り
な
い
降
園
時
の
寂
し
さ

　

初
戦
は
あ
ず
さ
第
一
高
校

に
六
対
四
で
勝
利
、二
戦
目
は

柏
の
葉
高
校
に
十
二
対
六
で

勝
利
、
三
戦
目
は
君
津
商
業

高
校
に
延
長
戦
タ
イ
ブ
レ
ー

ク
の
末
に
五
対
四
で
勝
利
し
、

創
部
三
年
目
に
し
て
初
の
千

葉
県
ベ
ス
ト
十
六
に
進
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
ベ
ス
ト
八
進

出
を
か
け
て
対
戦
し
た
東
京

学
館
高
校
に
一
対
二
で
惜
敗

し
、
大
会
を
去
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

試
合
後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

は
、
一
期
生
が
こ
こ
ま
で
を
振

り
返
っ
て
皆
口
々
に「
あ
っ
と

い
う
間
の
二
年
半
だ
っ
た
」と

い
う
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

男
女
共
学
化
し
た
際
に
創
部
さ

れ
た
硬
式
野
球
部
は
文
字
通
り

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た

が
、ゼ
ロ
か
ら
チ
ー
ム
を
創
り

上
げ
、
こ
こ
ま
で
チ
ー
ム
を
牽

引
し
続
け
、
大
会
ベ
ス
ト
十
六

ま
で
導
い
た
の
は
紛
れ
も
な
く

一
期
生
の
頑
張
り
に
よ
る
と
こ

ろ
で
す
。「
あ
っ
と
い
う
間
の
二

年
半
だ
っ
た
」と
思
え
る
と
い

う
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
夢
中
に

真
剣
に
、
そ
し
て
一
所
懸
命
に

日
々
の
活
動
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
の
証
で
す
。
一
期
生
に
と
っ

て
は
甲
子
園
出
場
を
果
た
せ
ず

に
悔
し
さ
の
残
る
高
校
野
球
生

活
で
し
た
が
、
野
球
を
通
じ
て

経
験
し
た
こ
と
、
得
た
こ
と
を

糧
に
し
て
、
今
後
の
人
生
の
ど

こ
か
の
ス
テ
ー
ジ
で
こ
の
悔
し

さ
を
晴
ら
し
て
ほ
し
い
と
切
に

願
い
ま
す
。

を
表
現
し
た
作
品
へ
と
作
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
現
遊
び
作
品『
勇
気

一
〇
〇
％
＆
ド
ラ
え
も
ん
』と

『
Ｒ
Ｐ
Ｇ
』は
、選
曲
後
か
ら
動

き
を
考
え
、子
ど
も
が
無
理
な

く
覚
え
、楽
し
く
動
け
る
こ
と

を
念
頭
に
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

作
品
に
ふ
さ
わ
し
い
衣
装
を
デ

ザ
イ
ン
し
、グ
ル
ー
プ
全
員
が

協
調
性
や
責
任
感
を
持
っ
て
仕

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
本
番
で
は

参
観
者
か
ら「
か
わ
い
い
！
」と

声
が
上
が
り
、活
動
の
ね
ら
い

を
表
現
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

発
表
し
た
二
年
生
の
振
り
返

り
で
は
、「
大
き
な
舞
台
に
立
つ

こ
と
は
緊
張
も
あ
り
ま
し
た
が
、

同
時
に
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し

た
」「
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
の
関
係

も
深
ま
り
、達
成
感
が
あ
り
多
く

の
学
び
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 　

保
育
者
は
、子
ど
も
一
人
ひ

と
り
の
個
性
に
即
し
た
総
合
的

な
指
導
力
を
要
求
さ
れ
ま
す
。

今
回
、実
践
力
の
あ
る
保
育
者

と
し
て
、今
後
の
保
育
活
動
に

生
か
せ
る
素
晴
ら
し
い
経
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

八
月
二
十
八
日（
月
）か
ら
九

月
三
日（
日
）の
七
日
間
、
短
期

大
学
部
の
総
合
文
化
学
科
と
と

も
に
、
本
校
の
二
年
生
が
学
外

研
修
Ⅱ
を
実
施
し
ま
し
た
。
約

千
五
百
㎞
も
の
距
離
を
バ
ス
で

移
動
し
な
が
ら
、
北
海
道
の
大

自
然
と
各
地
の
文
化
を
学
び
ま

す
。

　

初
日
は
新
千
歳
空
港
に
降
り

立
ち
、
北
海
道
開
拓
の
村
を
見

学
。
羊
ヶ
丘
展
望
台
に
て
記
念

写
真
を
撮
影
し
、
札
幌
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
て
結
団
式
を
行
い

ま
し
た
。
二
日
目
は
北
海
道
な

ら
で
は
の
長
距
離
直
線
道
路
や

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
丘
を
車
窓
よ

り
眺
め
、フ
ァ
ー
ム
富
田
や
流

星
銀
河
の
滝
を
見
学
し
ま
し
た
。

晴
天
下
の
清
々
し
い
景
色
と
空

気
を
堪
能
し
、
当
日
に
追
加
と

な
っ
た
水
面
が
青
く
見
え
る
不

思
議
な「
青
い
池
」も
美
し
い
色

合
い
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

三
日
目
は
美
幌
峠
の
絶
景
や
オ

ホ
ー
ツ
ク
流
氷
館
を
見
学
後
、

渡
辺
体
験
牧
場
で
は
牛
の
餌
や

り
や
搾
乳
に
挑
戦
し
、
あ
ら
ゆ

る
経
験
が
学
び
に
繋
が
っ
た
よ

う
で
す
。
四
日
目
は
硫
黄
山
や

砂
湯
で
自
然
の
力
を
肌
で
感
じ
、

阿
寒
湖
で
は
遊
覧
船
に
乗
っ
て

天
然
の
マ
リ
モ
を
見
学
し
ま
し

た
。
五
日
目
は
民
族
共
生
象
徴

空
間
ウ
ポ
ポ
イ
へ
行
き
、
館
内

で
様
々
な
展
示
や
公
演
を
鑑
賞

す
る
こ
と
が
で
き
、
初
め
て
触

れ
る
文
化
に
学
生
た
ち
は
真
剣

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
壮
大
な
支
笏
湖
に

感
嘆
し
、
お
世
話
に
な
っ
た
バ

ス
ガ
イ
ド
さ
ん
・
運
転
手
さ
ん

と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
も

東
京
へ
と
戻
り
ま
し
た
。

　

本
研
修
の「
新
た
な
体
験
を

通
し
て
、
知
性
を
高
め
、
視
野

を
広
げ
る
」と
い
う
目
的
は
充

分
に
果
た
さ
れ
、
学
生
た
ち
か

ら
は
各
所
で
歓
声
が
上
が
り
、

日
常
で
は
目
に
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
光
景
や
体
験
の
連
続
で

し
た
。
今
回
の
貴
重
な
学
び
が

今
後
豊
か
な
価
値
観
や
多
様
性

へ
の
理
解
に
活
か
さ
れ
、
学
生

一
人
ひ
と
り
の
心
に
残
り
続
け

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

五
十
九
回
目
の 

保
育
表
現
研
究
発
表
会

大
自
然
と
文
化
に
学
ぶ 

北
海
道
学
外
研
修

硬
式
野
球
部 

創
部
三
年
目

千
葉
県
ベ
ス
ト
十
六
入
り

～
一
期
生
・
最
後
の
夏
～

　

七
月
二
十
九
日（
土
）・
三
十

日（
日
）に
鹿
児
島
日
置
市
伊
集

院
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
第

四
十
七
回
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭（
二
〇
二
三
か
ご
し
ま

総
文
）日
本
音
楽
部
門
に
出
場

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
二
〇
二
〇
年
に
作

曲
さ
れ
た
池
辺
晋
一
郎
氏
の
新

曲
に
挑
戦
し
ま
し
た
。一
パ
ー
ト

一
名
で
取
り
組
む
予
定
で
準
備

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
予
想
以

上
の
新
入
生
が
入
部
し
総
勢

十
五
名
で
の
演
奏
と
な
り
ま
し

た
。
初
め
て
箏
に
触
れ
た
新
入

部
員
は
わ
ず
か
二
ヶ
月
で
初
舞

台
を
踏
み
、
全
国
大
会
の
舞
台

に
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
新
入
生

が
半
数
以
上
を
占
め
、
残
り
の

部
員
は
初
め
て
後
輩
を
指
導
す

る
こ
と
に
な
っ
た
二
年
生
た
ち
。

練
習
は
試
行
錯
誤
の
日
々
で
し

た
が
、
部
員
全
員
で
全
国
の
舞

台
に
立
て
る
喜
び
と
感
謝
の
気

持
ち
を
胸
に
鹿
児
島
に
向
か
い

ま
し
た
。

　

大
会
が
始
ま
る
と
初
め
て
聞

く
全
国
レ
ベ
ル
の
他
校
の
演
奏

に
刺
激
を
も
ら
い
な
が
ら
、
直

前
ま
で
微
調
整
が
続
き
ま
し
た
。

本
番
に
は
、
湯
澤
校
長
も
駆
け

つ
け
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
に

今
で
き
る
精
一
杯
の
力
を
発
揮

し
て
演
奏
に
臨
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
番
後
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
は
、「
緊
張
し
た
け
れ
ど
、

楽
し
か
っ
た
」「
全
国
の
舞
台
を

見
て
、
今
ま
で
先
生
た
ち
に
言

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
本
当
に
理

解
で
き
た
」「
自
分
た
ち
に
足
り

な
い
も
の
を
再
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
た
」「
も
っ
と
練
習
し
て

上
手
に
弾
け
る
よ
う
に
な
り
た

い
」等
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
を
今
後
の
練
習

に
い
か
し
、秋
以
降
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
、
結
果
を
残
せ
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

取
手
聖
徳
女
子
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
高
等
学
校

　

八
月
二
日（
水
）、
ひ
た
ち
な

か
市
文
化
会
館
に
て
、「
第
九
十

回
Ｎ
Н
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
茨
城
県
コ
ン
ク
ー
ル
」

が
開
催
さ
れ
、
二
十
六
年
ぶ
り

に
出
場
し
た
本
校
合
唱
部
は
、

銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

九
十
回
の
記
念
大
会
と
な
る

今
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲

は
、
劇
団
ひ
と
り
作
詞
・
信
長

貴
富
作
曲
の『
鳥
よ
空
へ
』で
し

た
。
歌
詞
に
何
度
も
登
場
す
る

「
鳥
」に
、
こ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
空
に
羽
ば
た
い
て
い
く
自
分

た
ち
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
生

徒
た
ち
は
気
持
ち
を
こ
め
て
歌

い
ま
し
た
。
自
由
曲
に
は
、
ま

ど
み
ち
お
作
詞
・
木
下
牧
子
作

曲
の『
お
ん
が
く
』を
選
び
ま
し

た
。
四
声
の
ア
・
カ
ペ
ラ
の
美

し
い
曲
で
、ハ
ー
モ
ニ
ー
を
作

る
の
に
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た

が
、
本
番
で
は
全
員
が
心
を
一

つ
に
美
し
い
響
き
を
追
い
求
め

る
こ
と
が
で
き
、
練
習
で
は
出

し
得
な
か
っ
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

奏
で
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
受
賞
で
き
た
こ
と
も

も
ち
ろ
ん
う
れ
し
い
こ
と
で
す

が
、
伝
統
あ
る
コ
ン
ク
ー
ル
の

舞
台
で
、
部
員
全
員
が
真
剣
に

音
楽
と
向
き
合
い
、
自
分
た
ち

の
音
楽
を
精
一
杯
に
表
現
で
き

た
こ
と
、
集
ま
っ
て
声
を
出
す

こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
、
ま
た
み
ん
な

で
一
緒
に
歌
え
た
こ
と
に
、
大

き
な
喜
び
が
あ
り
ま
し
た
。
演

奏
後
の
生
徒
た
ち
の
晴
れ
や
か

な
笑
顔
も
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
聴
い
て
く
だ

さ
る
方
々
の
心
に
届
く
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
目
指
し
て
、
練
習
に
励

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■ 

合
唱
部

第
九
十
回 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

 

茨
城
県
コ
ン
ク
ー
ル 

銀
賞
受
賞

■ 

箏
曲
部　

第
四
十
七
回 

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
出
場

表現遊び作品阿寒湖の遊覧船にて
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本
園
で
は
園
児
の
お
父
様
方

が
行
事
を
お
手
伝
い
し
た
い
と

い
う
考
え
か
ら
有
志
の
会「
え

ぷ
ろ
ん
ぱ
ぱ
」が
発
足
し
、
今

年
で
十
九
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
時
は
、メ
ン
バ
ー

が
減
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
入

園
式
か
ら
メ
ン
バ
ー
募
集
を
行

い
、多
く
の
お
父
様
が
メ
ン
バ
ー

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。そ
し

て
、
八
月
五
日（
土
）、
三
年
ぶ

り
に
幼
稚
園
と「
え
ぷ
ろ
ん
ぱ

ぱ
」に
よ
り
夏
祭
り
が
合
同
で

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
型
抜

き
や
ボ
ー
リ
ン
グ
・
ヨ
ー
ヨ
ー
・

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど

の
出
店
や
、ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
か

き
氷
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
屋
台

が
園
庭
や
保
育
室
を
使
っ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
園
舎
と
な
り
、

園
庭
も
広
く
な
っ
た
の
で
盆
踊

り
も
園
庭
で
行
い
ま
し
た
。

　

前
日
は「
え
ぷ
ろ
ん
ぱ
ぱ
」の

メ
ン
バ
ー
は
О
Ｂ
も
含
め
、ヨ
ー

ヨ
ー
な
ど
の
出
店
準
備
を
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
学
年
ご
と
に
一
時

間
半
ず
つ
に
区
切
り
、
そ
の
中

で
屋
台
や
出
店
、
盆
踊
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
出
店
で
は

特
に
型
抜
き
や
ボ
ー
リ
ン
グ
が

人
気
で
、
何
回
も
楽
し
む
子
ど

も
た
ち
が
い
ま
し
た
。

　

盆
踊
り
で
は
、
新
園
舎
の
新

築
記
念
に
贈
呈
さ
れ
た
和
太
鼓

を
、
先
生
だ
け
で
な
く
子
ど
も

た
ち
も
た
た
き
ま
し
た
。
三
歳

児
桜
組
は
、
保
護
者
が
た
た
い

た
り
、
親
子
で
た
た
い
た
り
し

て
い
ま
し
た
が
、
四
歳
児
梅
・

五
歳
児
松
組
に
な
る
と
子
ど
も

た
ち
が「
わ
ぁ
！
大
き
い
音
だ

ね
」「
こ
こ
を
た
た
く
と
ど
う
い

う
音
が
す
る
の
か
な
」な
ど
大

き
な
和
太
鼓
の
音
に
驚
き
な
が

ら
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

夏
祭
り
は
盛
大
に
行
わ
れ
、

「
え
ぷ
ろ
ん
ぱ
ぱ
」の
お
父
様
方

の
パ
ワ
ー
を
感
じ
た
一
日
で
し

た
。
今
後
、
運
動
会
や
に
こ
に

こ
ま
つ
り
に
も
参
加
す
る
予
定

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、「
え
ぷ
ろ
ん
ぱ

ぱ
」の
皆
様
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
充
実
し
た
楽
し
い
園
生
活

を
実
現
し
ま
す
。

三
年
ぶ
り
の
夏
祭
り

～
お
父
さ
ん
た
ち
も

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
～

　

七
月
二
十
四
日（
月
）に
五
歳

児
松
組
が「
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
」を

行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

午
後
か
ら
登
園
し
て
く
る
と

「
今
日
楽
し
み
だ
ね
！
」と
友
だ

ち
同
士
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し

た
。
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
で
何
が
し

た
い
か
を
前
も
っ
て
子
ど
も
た

ち
に
聞
く
と「
宝
探
し
が
し
た

い
」と
言
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、デ

イ
キ
ャ
ン
プ
の
数
日
前
に「
宝

が
か
く
さ
れ
て
い
る
」と
い
っ

た
手
紙
が
幼
稚
園
に
届
い
た
た

め
、期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
ワ

ク
ワ
ク
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち

で
し
た
。

　

当
日
に
新
た
な
手
紙
と
宝
の

地
図
が
届
く
と「
宝
を
絶
対
見

つ
け
る
ぞ
！
」と
張
り
切
っ
て

い
ま
し
た
。
公
園
に
行
き
、宝

探
し
を
始
め
る
と
手
紙
を
順
番

に
見
つ
け
内
容
に
し
た
が
っ
て

「
園
歌
」を
歌
っ
た
り「
カ
ニ
歩

き
」を
し
た
り
し
て
進
ん
で
行

き
ま
し
た
。
宝
箱
を
見
つ
け
る

と
大
喜
び
で
、中
に
入
っ
て
い

た
お
も
ち
ゃ
で
遊
び
始
め
ま
し

た
。
幼
稚
園
に
帰
っ
て
か
ら
宝

箱
に
入
っ
て
い
た
お
や
つ
を
頂

き
、自
分
た
ち
が
見
つ
け
た
お

や
つ
は
格
別
の
よ
う
で「
す
ご

く
お
い
し
い
」と
言
っ
て
食
べ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
プ
ー

ル
遊
び
や
集
団
遊
び
を
し
て
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

夕
食
で
は
、教
員
と
友
達
み
ん

な
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
に
い

つ
も
以
上
に
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上

が
り
食
も
進
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、自
分
た
ち
で
作
っ

た
か
ぶ
り
物
を
つ
け
、キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ア
に
参
加
し「
火
の
精
」

が
登
場
す
る
と
驚
い
て
い
た
子

ど
も
た
ち
で
し
た
。
最
後
は
保

護
者
も
入
り
、花
火
師
に
な
っ
た

教
員
た
ち
が
行
う
花
火
を
見
て

「
き
れ
い
！
」「
い
い
ね
」と
喜
ん

で
拍
手
し
て
い
ま
し
た
。
年
長

組
だ
け
の
特
別
な
一
日
と
な
り

楽
し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

五
歳
児
松
組

「
楽
し
か
っ
た

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
」

聖
徳
大
学
八
王
子
幼
稚
園

子
ど
も
た
ち
が

楽
し
み
に
し
て
い
た

「
夏
ま
つ
り
」

　

猛
暑
が
続
い
た
七
月
。
子
ど

も
た
ち
は
汗
を
た
く
さ
ん
か
き

な
が
ら
遊
ん
で
い
た
毎
日
で
し

た
。
一
学
期
も
終
わ
り
に
近
づ

い
た
七
月
十
九
日（
水
）、
か
わ

い
い
浴
衣
や
甚
平
姿
の
子
ど
も

た
ち
が
登
園
し
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て

い
た
夏
ま
つ
り
で
す
。園
内
に
流

れ
る
お
祭
り
の
音
楽
に
心
躍
ら

せ
な
が
ら
、「
ね
え
見
て
見
て
！

私
、む
ら
さ
き
の
浴
衣
な
の
！
」

「
私
の
浴
衣
は
お
母
さ
ん
が
小

さ
い
頃
に
着
て
い
た
浴
衣
な
ん

だ
よ
」と
嬉
し
そ
う
に
友
達
と

話
す
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

　

二
階
の
会
場
に
は
牛
乳

パ
ッ
ク
で
作
ら
れ
た
提
灯

が
飾
ら
れ
、
お
め
ん
屋
・

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
の
出

店
が
並
ん
で
い
ま
す
。続
々

と
会
場
に
集
ま
っ
て
き
た

子
ど
も
た
ち
は
真
っ
先
に

人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
お

め
ん
を
見
つ
け
、
声
を
あ

げ
て
大
喜
び
で
す
。み
ん
な

揃
っ
て
夏
ま
つ
り
の
始
ま

り
で
す
。
園
長
先
生
か
ら
お
盆

の
由
来
の
話
を
聞
き
、「
み
ん
な

の
ご
先
祖
様
が
き
っ
と
見
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
」と
元
気
に

盆
踊
り
を
踊
っ
て
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。そ
し
て
、お
待
ち
か
ね

の
お
買
い
物
の
時
間
。
そ
れ
ぞ

れ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
手
に「
こ
の

お
め
ん
く
だ
さ
い
」と
上
手
に

お
買
い
物
し
て
い
ま
し
た
。ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
で
は
な
か
な
か
釣
れ

ず
に
困
っ
て
い
る
年
下
の
ク
ラ

ス
の
子
ど
も
た
ち
に「
ど
れ
？

こ
れ
が
い
い
の
？
」と
声
を
か
け

手
伝
っ
て
あ
げ
る
優
し
い
年
上

の
子
ど
も
た
ち
の
姿
も
あ
り
ま

し
た
。た
く
さ
ん
の
お
土
産
を
手

に
し
な
が
ら
笑
顔
で
降
園
し
て

い
っ
た
子
ど
も
た
ち
。夏
な
ら
で

は
の
風
物
詩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
多
摩
幼
稚
園

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

二
〇
一
九
で
世
界
に
衝
撃
を
与

え
た
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
。
試

合
を
想
定
し
た
練
習
の
中
で
、

選
手
一
人
ひ
と
り
が「
じ
っ
く

　
「
美
意
識
」と
は
何
か
？『
世

界
の
エ
リ
ー
ト
は
な
ぜ「
美
意

識
」を
鍛
え
る
の
か
？
』の
中
で
、

山
口
周
氏
は「
内
在
的
に『
真
・

善
・
美
』を
判
断
す
る
た
め
の

『
美
意
識
』が
求
め
ら
れ
る
」と

述
べ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り「
美

意
識
」と
は
、
外
部
の
モ
ノ
サ

シ
で
は
な
く
、
自
ら「
真
・
善
・

美
」を
判
断
す
る
水
準
の
こ
と
。

　

七
月
十
三
日（
木
）、
一
年
一

組
の
道
徳
授
業
は
、「
に
じ
が 

で
た
」で
し
た
。
空
に
映
っ
た

虹
に
気
づ
く
子
ど
も
た
ち
。「
に

じ
が 

で
た
」の
声
に
大
人
た
ち

も
虹
を
見
上
げ
ま
す
。
や
が
て

虹
が
消
え
る
と
、
大
人
た
ち
は

り
と
考
え
」、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

積
み
重
ね
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル

が
、
初
の
八
強
の
一
因
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
自
ら
問
題
を
見

つ
け
、
見
通
し
を
立
て
、
解
決

に
向
け
て
取
り
組
み
、
結
果
を

振
り
返
る
、問
題
解
決
学
習（
Ｑ

Ｏ
Ａ
Ｒ
サ
イ
ク
ル
）を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
児
童
が
じ
っ
く

り
と
考
え
る
様
子
は
、
さ
な
が

ら
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
よ
う

で
す
。

学
習
問
題〔Q

uestion

〕

　
「
銚
子
漁
港
の
水
あ
げ
量
が

全
国
一
位
な
の
は
、
な
ぜ
？
」

と
い
う
学
習
問
題
に
取
り
組
ん

だ
四
年
三
組
。
七
月
十
四
日
・

十
八
日
の
社
会
科
授
業
で
は
、

日
常
生
活
に
戻
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
ま
だ
空
を
見
上
げ
て

「
に
じ
が 

で
た
」と
繰
り
返
し

ま
す
。

　
「
み
ん
な
の
身
の
ま
わ
り
で
、

『
き
れ
い
だ
な
』と
思
う
も
の
は

な
に
？
」。
授
業
の
冒
頭
、
教
員

か
ら
児
童
に
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。「
さ
か
な
」「
あ
さ
が
お
」「
こ

ん
ち
ゅ
う
」「
さ
く
ら
」「
と
り
の

は
ね
」…
。

　
「
き
れ
い
っ
て
、
ど
ん
な
こ

と
？
」「
こ
こ
ろ
が
お
だ
や
か
に

な
る
こ
と
」「
う
れ
し
い
な
、
と

お
も
う
こ
と
」…
。
児
童
か
ら
、

言
葉
が
紡
ぎ
出
さ
れ
て
い
き
ま

す
。

日
本
一
の
水
揚
げ
量
を
誇
る
銚

子
漁
港
の
秘
密
に
迫
り
ま
し
た
。

見
通
し〔O

utlook

〕

　

教
員
が
提
示
す
る
資
料
や
副

読
本
、
銚
子
の
水
産
業
を
紹
介

す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
手
掛
か
り
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
暖
流
と
寒
流
が
ぶ
つ
か
る

と
こ
ろ
だ
か
ら
」「
冷
凍
保
存
施

設
が
整
っ
て
い
る
か
ら
」と
、児

童
が
仮
説
を
導
き
出
し
ま
し
た
。

活
動〔A

ction

〕

　

各
自
が
授
業
支
援
ア
プ
リ

「
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
」で
学
習
成
果

を
ま
と
め
、ペ
ア
で
発
表
し
合

い
ま
し
た
。

振
り
返
り〔R

eflection
〕

　

学
習
を
振
り
返
る
中
で
、「
ほ

か
の
漁
港
の
特
長
は
な
ん
だ
ろ

う
？
」「
ど
の
魚
の
水
あ
げ
量
が

多
い
の
だ
ろ
う
？
」と
、
次
か

ら
次
へ
と
新
し
い
疑
問
が
出
て

き
ま
し
た
。「
問
い
」を
自
ら
見

つ
け
出
す
学
び
の
ス
タ
イ
ル
が

問
題
解
決
学
習
な
の
で
す
。

※「
Ｑ
Ｏ
Ａ
Ｒ
サ
イ
ク
ル
」は
、
本
校

　

独
自
の
用
語
で
す
。

　

授
業
で
は
児
童
自
身
が「
き

れ
い
だ
な
」と
思
う
も
の
を
発

表
し
、
み
ん
な
と
共
有
し
て
い

ま
し
た
。さ
ら
に
、ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に
ま
と
め
、
考
え
を
整
理
し

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
虹
が
消
え
た
後

の
大
人
と
子
ど
も
の
様
子
が
違

っ
た
の
は
、
ど
う
し
て
で
し
ょ

う
？
そ
の
違
い
を
比
べ
る
こ
と

で
、「
美
意
識
」に
つ
い
て
さ
ら

に
深
く
考
え
ら
れ
る
教
材
文
で

も
あ
り
ま
し
た
。

キ
ュ
ー
オ
ー
エ
ー
ア
ー
ル

Ｑ
Ｏ
Ａ
Ｒ
サ
イ
ク
ル
で
考
え
る
社
会
科
授
業

「
美
意
識
」を
高
め
る
道
徳
授
業

社会科授業風景
ブログはこちら

道徳授業風景
ブログはこちら

授
業
レ
ポ
ー
ト

授
業
レ
ポ
ー
ト

かぶり物をつけて参加したキャンプファイア
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つ
な
が
る
聖
徳

「
な
か
よ
し
の
火
」を

あ
り
が
と
う
！

～
夕
涼
み
会
～

　

本
園
は
昭
和
四
十
六
年
に
創

立
し
卒
園
生
も
六
千
名
を
超
え
、

い
ろ
い
ろ
な
機
会
で
卒
園
生
の

情
報
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
小

学
生
の
卒
園
生
対
象
の
同
窓
会

「
菊
水
会
」が
行
わ
れ
る
と
、「
リ

レ
ー
の
選
手
に
な
り
ま
し
た
」

「
ピ
ア
ノ
頑
張
っ
て
い
ま
す
」な

ど
、
日
々
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

を
報
告
し
て
く
れ
る
姿
が
あ
り

ま
す
。
中
学
生
に
な
る
と
、
受

験
を
し
た
卒
園
生
が「
●
●
中

学
校
に
合
格
し
ま
し
た
」と
報

告
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

幼
稚
園
時
代
の
面
影
が
薄
れ
て

し
ま
う
ほ
ど
立
派
に
な
っ
た
姿

を
見
せ
て
く
れ
る
卒
園
生
も
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
大
人
に
な
っ
て
か

ら
も
幼
稚
園
で
卒
園
生
と
再
会

す
る
場
面
も
あ
り
ま
す
。
先
日
、

本
園
で
子
育
て
支
援
活
動
と
し

て
行
っ
て
い
る
未
就
園
児
対
象

の
イ
ベ
ン
ト「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

オ
ー
プ
ン
キ
ン
ダ
ー
ワ
ー
ル
ド
」

で
、「
私
、
こ
の
幼
稚
園
の
卒
園

生
な
ん
で
す
」と
一
人
の
お
母

さ
ま
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
び
っ
く
り
し
て
お
名
前
を

聞
く
と
、
聞
き
覚
え
の
あ
る
お

名
前
で
、
確
か
に
卒
園
生
で
し

た
。
久
し
ぶ
り
の
幼
稚
園
で
、

教
員
の
名
前
も
変
わ
っ
て
い
て

も
、
雰
囲
気
を
覚
え
て
お
り
、

幼
児
期
の
記
憶
が
蘇
っ
た
よ
う

で
す
。嬉
し
い
再
会
で
し
た
。

　

ま
た
、
本
園
に
は
親
子
二
代

で
卒
園
生
や
、
教
員
と
な
っ
て

い
る
卒
園
生
も
い
ま
す
。
昔
と

変
わ
ら
な
い
教
員
が
い
る
、
卒

園
生
が
戻
っ
て
き
て
も
覚
え
て

く
れ
て
い
る
環
境
が
あ
る
の
は
、

私
学
の
良
い
一
面
の
一
つ
で
す
。

　

今
後
も
聖
徳
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、た
く
さ
ん
の

卒
園
生
を
社
会
に
送
り
出
し
、そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
の
夢
に
向
か
っ

て
頑
張
っ
て
い
け
る
よ
う
、
幼

児
期
の
教
育
を
大
事
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

八
月
三
日（
木
）、五
歳
児
松

組
が
夏
期
保
育
の
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト「
夕
涼
み
会
」に
参
加
し
ま

し
た
。
四
年
前
ま
で
宿
泊
保
育

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、園
児

た
ち
の
負
担
を
考
慮
し
、夕
方

か
ら
夜
に
行
う
幼
稚
園
と
し
て

い
ま
す
。
園
児
た
ち
は
普
段
と

は
異
な
り「
こ
ん
に
ち
は
」と
挨

拶
を
し
な
が
ら
登
園
し
て
き
ま

し
た
。

　

皆
揃
っ
た
ら
、園
内
十
八
か

所
に
い
る
教
職
員
を
探
し
て
回

り
、文
字
を
集
め
る“
じ
ゃ
ん
け

ん
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
”を
行
い

ま
し
た
。
勝
ち
た
い
気
合
い
が

掛
け
声
に
表
れ
ま
す
。
全
て
の

文
字
が
集
ま
る
と『
き
ょ
う
の

ご
は
ん
は
な
に
を
た
べ
る
で
し
ょ

う
』と
文
章
に
。
園
児
た
ち
は

　

今
年
は
、梅
雨
ら
し
い
天
気

を
感
じ
る
事
が
少
な
い
ま
ま
夏

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
本
園
で

は
、今
年
度
も
様
々
な
状
況
を

鑑
み
て
プ
ー
ル
で
の
水
遊
び
で

は
な
く
、ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
や

散
水
用
の
ホ
ー
ス
か
ら
水
を
出

し
た
り
、水
鉄
砲
や
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
等
の
容
器
を
自
宅
か
ら
持
参

し
た
り
、園
児
た
ち
の
大
好
き

な「
水
遊
び
」を
行
な
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、気
温
の
高
い
日
が

多
か
っ
た
た
め
、タ
ー
プ
で
日

陰
を
つ
く
り
、短
時
間
で
の
水

遊
び
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
の
中
に
は
、水
が
顔
に
か

か
る
の
を
怖
が
る
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
が
、バ
ケ
ツ
や
桶
に
は
っ

た
水
に
手
を
入
れ
た
り
し
な
が

ら
、少
し
ず
つ
水
に
触
れ
ら
れ

　

八
月
二
十
五
日（
金
）、夏
期

保
育
の
最
終
日
、五
歳
児
松
組

の
夕
涼
み
会
を
行
い
ま
し
た
。

松
組
の
園
児
は
こ
の
日
を
楽
し

み
に
事
前
に
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ア
に
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
さ
ん
が
来

る
よ
う
に
と
手
紙
を
一
人
ひ
と

り
が
書
き
、玄
関
の
魔
法
の
柱

に
貼
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
夕
涼
み
会
当
日
、登

園
す
る
と
、魔
法
の
柱
に
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
さ
ん
か
ら
の
返
事
が

あ
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ア
に「
な
か
よ
し
の
火
」を
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
る
と
書
い
て
あ

り
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し

た
。
始
め
に
遊
戯
室
に
集
ま
り

み
ん
な
で
歌
を
歌
い
、園
長
先

生
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」と
即
答
！
夕

食
を
友
達
と
一
緒
に
幼
稚
園
で

食
べ
る
経
験
は
新
鮮
で
し
た
。

　

日
が
暮
れ
始
め
た
ら
園
庭
に

出
て『
キ
ャ
ン
プ
だ
ホ
イ
』を
踊

り
ま
す
。
す
る
と
…
小
さ
な
火

が
灯
る
ラ
ン
タ
ン
を
発
見
！
そ

の
火
を「
な
か
よ
し
の
火
」と
し

て
、ク
ラ
ス
担
任
が
静
か
に
火

を
薪
へ
移
し
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ア
の
始
ま
り
で
す
。

教
職
員
が
年
中
組

で
経
験
し
た『
金
の

ガ
チ
ョ
ウ
』の
リ
ズ

ム
あ
そ
び
を
見
せ

る
と
、懐
か
し
い
思

い
出
が
蘇
り
、皆
が

一
つ
に
な
り
ま
し

た
。
花
火
大
会
で

は
様
々
に
吹
き
上

が
る
彩
豊
か
な
花

火
に
大
興
奮
。
喜

び
な
が
ら
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
水
遊
び
が
大

好
き
な
園
児
た
ち

は
、
水
鉄
砲
で
教

員
や
友
だ
ち
と
水

を
掛
け
合
い
、
楽

し
く
遊
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。「
先

生
！
」
と
呼
ば
れ

て
振
り
向
く
と
園

児
が
水
鉄
砲
を
構

え
て
い
る
た
め
、

教
員
も
び
し
ょ
濡

れ
で
し
た
が
、
濡

れ
て
し
ま
っ
た
教

員
た
ち
の
顔
も
笑
顔
で
、ホ
ー

ス
の
水
で
雨
を
降
ら
せ
て
参
戦

し
て
い
ま
し
た
。
園
児
と
教
員

た
ち
の
笑
い
声
が
園
庭
中
に
響

き
渡
り
、登
園
し
て
き
た
第
一

声
が
、「
先
生
、今
日
も
水
遊
び

や
る
？
」「
先
生
、早
く
お
水
や

ろ
う
」と
言
っ
て
く
る
園
児
ば

か
り
で
し
た
。

　

そ
の
後
楽
し
み
に
し
て
い
た

ゲ
ー
ム
大
会
を
し
ま
し
た
。

「
ビ
ー
玉
転
が
し
」「
輪
投
げ
」

「
ド
ラ
え
も
ん
」「
ボ
ー
リ
ン
グ
」

の
ゲ
ー
ム
が
あ
り
、ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
好
き

な
ゲ
ー
ム
は
何
回
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は

み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い
た

夕
食
を
頂
き
ま
し
た
。
大
好
き

な
聖
徳
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ

　

す
っ
か
り
暗
く
な
っ
た
頃
、

静
か
な
気
持
ち
で『
遠
き
山
に

落
ち
て
』を
ハ
ミ
ン
グ
し
な
が

ら
、ゆ
っ
く
り
と
消
え
る
ラ
ン

タ
ン
の
火
を
見
つ
め
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ア
を
終
え
ま
し
た
。
幼

稚
園
最
後
の
夏
の
思
い
出
と
し

て
、園
児
た
ち
の
心
に「
な
か
よ

し
の
火
」が
い
つ
ま
で
も
消
え

な
い
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、マ
ス
ク
を
し

て
静
か
に
行
動
し
た
り
、距
離

を
お
い
て
の
活
動
を
し
た
り
し

て
い
た
園
児
や
教
員
た
ち
も
今

年
の
夏
は
、思
い
っ
き
り
声
を

出
し
て
楽
し
み
、久
し
ぶ
り
に

園
庭
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
大
き

な
声
や
笑
い
声
に
幼
稚
園
ら
し

さ
を
感
じ
る
夏
に
な
り
ま
し
た
。

て
い
る
と
園
長
先
生
か
ら
放
送

が
入
り「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
さ
ん
が

成
田
に
つ
い
た
の
で
こ
れ
か
ら

な
か
よ
し
の
火
を
持
っ
て
い
き

ま
す
」と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

す
る
と「
わ
ー
嬉
し
い
な
早
く

カ
レ
ー
食
べ
な
く
っ
ち
ゃ
」「
手

紙
読
ん
で
く
れ
た
ん
だ
」と
大

は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
が
始
ま

り
先
生
か
ら「
火
の
由
来
」の
話

を
聞
い
て
い
る
と
、イ
ン
デ
ィ

ア
ン
さ
ん
が
登
場
し「
な
か
よ

し
の
火
」を
点
火
し
て
く
れ
ま

し
た
。「
な
か
よ
し
の
火
」に
は
、「
み
ん
な
が
仲
良
く
遊
べ
ま
す

よ
う
に
」「
優
し
い
心
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
」と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

火
の
大
切
さ
を
知
り
、「
な
か
よ

し
の
火
」を
囲
ん
で
暖
か
い
優

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
花
火
大
会
で
打
ち
上
げ

花
火
や
色
々
な
き
れ
い
な
花
火

を
見
る
と
そ
の
都
度
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。
夕
涼
み
会
を
経

験
し
て
夏
の
楽
し
い
思
い
出
が

で
き
ま
し
た
。

「
な
か
よ
し
の
火
」を

灯
そ
う

や
っ
ぱ
り
水
遊
び
っ
て
、

楽
し
い
！

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

長野県佐久市春日2258-1

信州佐久　春日温泉　自然体感リゾート ご予約はお電話にて　電話：0267-52-2111
宿泊料金・プランはホームページをご覧ください。
http://www. kasuganomori.com/

　群馬県の南西部に位置する妙義荒船佐久国定公園の名峰で、
下仁田町、南牧村、長野県佐久市にまたがります。荒海に浮かぶ不
沈航空母艦のような荒船山は、古代人も崇拝した山として知られ、
どこから見ても分かる特異な山容で、ファンも多くいます。
　長い間の浸食によって、山頂にメサ状の台地が誕生したと言われ
ています。頂上北端の、船の艫（とも）にあたる所が艫（とも）岩で、
200メートルにもおよぶ断崖は、見る人を圧倒します。絶壁上の見
晴台からは、神津牧場や佐久高原、浅間山から遠く北アルプスまで
一望できます。山頂までへの所要時間は、上信国境の内山峠登山口
から2時間20分、南牧村線ガ滝から2時間20分、佐久市荒船不動
から1時間10分です。

 荒
あら

船
ふね

山
やま

周辺観光のご案内
	 所要時間：かすがの森から約60分（約35km）

写真提供：佐久市観光協会

キャンプファイアを楽しむ子どもたち

水鉄砲で遊ぶ子どもたち

インディアンさんと「なかよしの火」



（8）第128号 令和5年10月1日（日）学園創立90周年

学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただき、ありがとうございます。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛先

〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku -u.ac. jp /inquiry/

23.10.1 ret（10,63）

〒108 -0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

聖徳フラッシュ　第128号
発行人／川並	弘純　　編集／総務課

読者の声読者の声

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 30072613-ユ-300913

セ イトクセ イトクのの 派 遣 会 社派 遣 会 社 だ か らだ か ら 安 心安 心
派 遣 登 録 募 集 中！！ 幼稚園教諭、	保育士、	一般事務		お気軽にご連絡ください 

■ 光英VERITAS中学校・高等学校（共学） ●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

■ 通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学） ●お問い合わせ：047-365-1200（直通）

■ 聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子） ●お問い合わせ：0120-66-5531（直通）

▶10月22日［日］ 午前

学校説明会

個別相談会

学校説明会

放課後個別相談会

オンライン入学説明会【予約制】
オンライン公認心理師（大学）入学説明会【予約制】
オンライン入学個別相談【予約制】

入試説明会

部活動見学会

吹奏楽部入部希望者対象入試説明会

入試説明会
■ 聖徳大学附属取手聖徳女子高等学校 ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

▶10月5日［木］
　17：00〜19：00

▶10月21日［土］
　10：00〜11：30

▶10月19日［木］
　17：00〜19：00

▶11月11日［土］
　10：00〜11：30

▶11月9日［木］
　17：00〜19：00

▶12月16日［土］
　10：00〜11：30

▶11月16日［木］
　17：00〜19：00

▶12月7日［木］
　17：00〜19：00

▶12月21日［木］
　17：00〜19：00

▶10月15日［日］ 午前
　聖徳祭同時開催

▶11月4日［土］ 9：30〜11：30
▶12月23日［土］ 9：30〜11：30

▶10月9日［月・祝］
　9：30〜11：30

▶10月9日［月・祝］ 
　10：30〜13：00

▶11月18日［土］ 10：30〜15：00

▶10月1日［日］ 13：00〜13：45
▶10月1日［日］ 11：00〜12：10
▶10月7日［土］ 10：00〜15：00 ▶10月14日［土］ 10：00〜15：00

▶11月19日［日］ 10：30〜15：00

▶10月14日［土］
　9：30〜11：30

▶11月25日［土］
　9：30〜11：30

▶12月9日［土］
　9：30〜11：30

▶11月12日［日］
　9：30〜11：30

▶12月2日［土］
　9：30〜11：30

▶11月11日［土］　9：30〜11：30　※小学校4・5年生対象学校説明会

▶10月14日［土］ 14：00〜

▶11月25日［土］ 9：30〜11：30　※高等学校のみ
▶12月24日［日］ 9：30〜11：30

▶10月21日［土］ 午前

▶11月12日［日］ 午前▶11月4日［土］ 午後

▶10月28日［日］ 午後

▶11月23日［木・祝］ 午後

中学校

中学校

中学校・高等学校

中学校・高等学校

大学・短期大学開催 ］聖徳祭同時開催

高等学校

令和6年度 大学院（春学期入学）　
入試日程【通学課程】

令和6年度 入試日程【通学課程】

令和6年度 附属学校・幼稚園 入試日程

★詳細は、各校・各園の募集要項でご確認ください。

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
博士後期課程〈一般入試、社会人入試、研究生入試〉

博士前期課程〈一般入試、社会人特別入試、私費留学生特別入試、研究生入試〉

修士課程〈一般入試、社会人特別入試〉

☆児童学研究科、臨床心理学研究科、言語文化研究科、人間栄養学研究科、音楽文化研究科

☆児童学研究科、臨床心理学研究科、言語文化研究科、人間栄養学研究科、音楽文化研究科

☆看護学研究科

専門職学位課程〈一般入試、社会人特別入試、現職教員特別入試〉
☆教職研究科

■聖徳大学（女子）／聖徳大学短期大学部（女子）【総合型選抜】

■専門学校（女子）【AO入試（総合型選抜）】

■聖徳大学附属取手聖徳女子高等学校

■光英VERITAS中学校・高等学校（共学）

■聖徳大学附属小学校（共学）

■幼稚園（共学）【学校推薦型選抜】

☆大学型、短大型

音楽学部

【一般選抜】

【実技特別選抜】

【大学入学共通テスト利用選抜】

日程区分 願書受付期間 入試日

B日程 11月24日（金）～12月1日（金）
12月10日（日）

但し音楽文化研究科は、
12月9日（土）・10日（日）

C日程※ 1月25日（木）～2月2日（金）
2月11日（日）

但し音楽文化研究科は、
2月10日（土）・11日（日）

日程区分 願書受付期間 入試日

B日程 11月24日（金）～12月1日（金）
12月10日（日）

但し音楽文化研究科は、
12月9日（土）・10日（日）

C日程※ 1月25日（木）～2月2日（金）
2月11日（日）

但し音楽文化研究科は、
2月10日（土）・11日（日）

入試区分 願書受付期間 入試日
指定校制

11月1日（水）～11月6日（月） 11月12日（日）
公募制（前期）
公募制（後期）※ 12月1日（金）～12月12日（火） 12月17日（日）

入試区分 願書受付期間 入試日
A日程 12月18日（月）～1月15日（月） 1月20日（土）・21日（日）
B日程 2月1日（木）～2月14日（水） 2月19日（月）
C日程 2月20日（火）～3月5日（火） 3月11日（月）

入試区分 願書受付期間 入試日
実技特別選抜 2月20日（火）～3月5日（水） 3月11日（月）

入試区分 願書受付期間 入試日

A日程 12月18日（月）～1月31日（水） 本学個別学力試験なし
但し､一部の学科は2月5日（月）

B日程 2月1日（木）～2月14日（水） 本学個別学力試験なし
但し､一部の学科は2月19日（月）

C日程 2月20日（火）～3月5日（火） 本学個別学力試験なし
但し､一部の学科は3月11日（月）

日程区分 願書受付期間 入試日

B日程 11月24日（金）～12月4日（月） 12月10日（日）

日程区分 願書受付期間 入試日

B日程 11月24日（金）～12月1日（金） 12月10日（日）

C日程 1月25日（木）～2月2日（金） 2月11日（日）

【編入学・専攻科入試】

入試区分 出願期間 入試日
B日程 9月25日（月）～10月6日（金） 10月14日（土）
C日程※ 10月23日（月）～10月30日（月） 11月5日（日）
D日程※ 12月1日（金）～12月12日（火） 12月17日（日）
E日程※ 2月29日（木）～3月7日（木） 3月13日（水）

※臨床心理学研究科はC日程を実施しません。

※臨床心理学研究科はC日程を実施しません。

※看護学部は実施しない

※看護学部は実施しない

※看護学部の「面接」、音楽学部の「音楽実技等」「面接」（プロアーティストメジャーのみ）、
教育学部教育学科スポーツ教育コースの「スポーツ実技」は上記の入試日に聖徳大学
キャンパスで行います。

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

私費留学生特別入試
私費留学生特別奨学生入試
帰国子女特別入試
社会人特別入試

A日程 11月1日（水）～11月6日（月） 11月12日（日）
B日程 12月1日（金）～12月12日（火）12月17日（日）
C日程 2月20日（火）～3月5日（火） 3月11日（月）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試
学士入試
社会人特別入試

A日程 9月19日（火）～9月25日（月） 10月1日（日）
B日程 12月1日（金）～12月12日（火）12月17日（日）
C日程 2月20日（火）～3月5日（火） 3月11日（月）

【留学生入試・帰国子女入試・社会人入試】

※看護学部は社会人特別入試A日程のみ実施

入試区分 願書受付期間 入試日

専願入試
 Ⅰ期入試 9月1日（金）～10月4日（水） 10月7日（土）

Ⅱ期入試 10月10日（火）～11月8日（水） 11月11日（土）

Ⅲ期入試 11月14日（火）～11月29日（水） 12月2日（土）

Ⅳ期入試
編入（１学期～） 12月5日（火）～1月10日（水） 1月13日（土）

対象 入試区分 願書受付期間 入試日

中
学
校

第一志望入試
帰国生入試 Web 11月1日（水）～11月30日（木） 12月1日（金）

第1回入試 Web

12月2日（土）～1月19日（金） 1月20日（土）VERITAS探究入試
VERITAS理数特待選抜入試 Web

特待選抜入試 Web 12月2日（土）～1月21日（日） 1月22日（月）

第2回入試
VERITAS英語入試 Web 12月2日（土）～1月23日（火） 1月24日（水）

第3回入試 Web 12月2日（土）～2月3日（土） 2月4日（日）

高
等
学
校

前期入試Ⅰ

特待選抜入試①②

Web 12月17日（日）～1月15日（月）
1月17日（水）

または
1月18日（木）

推薦入試①②

一般入試①②

入試区分 願書受付期間 入試日

推薦入試
 ・ 一般推薦　 ・ 陸上推薦
 ・ 吹奏楽推薦

郵送 12月6日（水）～12月20日（水）
1月9日（火）

窓口 12月13日（水）、 14日（木）
9：00～16：00

一般入試 兼 学力特待選考
（Ⅰ）・（Ⅱ）
併願推薦型入試 兼 学力特待選考

（Ⅰ）・（Ⅱ）

郵送 12月6日（水）～1月10日（水） （Ⅰ）
1月15日（月）

（Ⅱ）
1月18日（木）窓口

12月13日（水）、 14日（木）、 
1月12日（金）
9：00～16：00

帰国子女入試

郵送 12月6日（水）～1月10日（水）

1月15日（月）
窓口

12月13日（水）、 14日（木）、 
1月12日（金）
9：00～16：00

入試区分 日程 エントリー受付期間 面談日

AO入試
（総合型選抜）

前期
A 10月2日（月）～10月12日（木） 10月14日（土）
B 10月16日（月）～11月21日（火）11月23日（木・祝）
C 11月27日（月）～12月13日（水） 12月17日（日）

後期
A 1月9日（火）～1月25日（木） 1月27日（土）
B 1月29日（月）～2月20日（火） 2月22日（木）
C 2月26日（月）～3月14日（木） 3月16日（土）

入試区分 日程 エントリー受付期間 面談日

一般入試
（一般選抜）

前期
A 11月1日（水）～11月21日（火）11月23日（木・祝）
B 11月27日（月）～12月13日（水） 12月17日（日）

後期
A 1月9日（火）～1月25日（木） 1月27日（土）
B 1月29日（月）～2月20日（火） 2月22日（木）
C 2月26日（月）～3月14日（木） 3月16日（土）

入試区分 日程 エントリー受付期間 面談日

指定校推薦入試
社会人特別入試

前期
A 10月2日（月）～10月12日（木） 10月14日（土）
B 10月16日（月）～11月21日（火）11月23日（木・祝）
C 11月27日（月）～12月13日（水） 12月17日（日）

後期
A 1月9日（火）～1月25日（木） 1月27日（土）
B 1月29日（月）～2月20日（火） 2月22日（木）
C 2月26日（月）～3月14日（木） 3月16日（土）

【指定校推薦入試・社会人特別入試】

【一般入試（一般選抜）】

※10月から12月までの予定です。詳細及び1月以降の予定につきましては、各校にお問い合わせください。学校説明会関係行事のご案内

令和5年度　大学・短期大学部／後援会・保護者会　開催日程 
開催日 時間 場所

東北（南）支部総会・保護者会 郡山 ： ビューホテルアネックス
静岡県支部総会・保護者会 静岡 ： ホテルアソシア静岡
東京地区・茨城県支部総会・保護者会（合同開催） 聖徳大学
北関東支部総会・保護者会 大宮 ： JA共済埼玉ビル
九州・沖縄地区支部総会・保護者会 那覇 ： ホテルJALシティ那覇
千葉県支部総会・保護者会 聖徳大学

 10月	 8日（日）
 10月	15日（日）
 10月	22日（日）
 10月	29日（日）
 11月	 5日（日）
 11月	26日（日）

12 ： 30
12 ： 30
12 ： 30
12 ： 30
12 ： 30
12 ： 30

▶10月16日［月］

▶10月14日［土］

▶10月10日［火］

▶10月18日［水］

▶10月21日［土］

▶10月13日［金］

■ 聖徳大学附属第二幼稚園（共学） 
●お問い合わせ：047-341-6598（代）

■ 聖徳大学附属浦安幼稚園（共学）
 ●お問い合わせ：047-383-9488（代）

■ 聖徳大学三田幼稚園（共学）
●お問い合わせ：03-5476-8819（代）

■ 聖徳大学附属幼稚園（共学） 
●お問い合わせ：047-368-6135（代）

■ 聖徳大学附属成田幼稚園（共学）
 ●お問い合わせ：0476-26-3371（代）

■ 聖徳大学多摩幼稚園（共学）
●お問い合わせ：042-676-0777（代）

説明会

説明会

説明会

説明会

説明会

説明会

■ 聖徳大学附属小学校（共学） ●お問い合わせ：047-392-3111（代）
入試説明会【予約制】 ▶10月28日［土］ 10：00〜11：30

園名 選考 願書受付 選考日

附属幼稚園

入園面接

11月1日（水） 11月1日（水）
附属第二幼稚園 11月1日（水） 11月1日（水）
附属成田幼稚園 11月1日（水） 11月1日（水）
附属浦安幼稚園 10月30日（月） 10月31日（火）

三田幼稚園 10月13日（金）～
16日（月）郵送のみ

10月27日（金）
10月28日（土）

八王子幼稚園 11月1日（水） 11月1日（水）
多摩幼稚園 11月1日（水） 11月1日（水）


